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研究成果（800 字程度．図表可）：	
 

	
 最近、集積度の向上やバルクとは異なる優れた機能の発現が期待される

ことから半導体ナノワイヤーやナノ粒子などのナノ材料が注目され、これ

らのナノ材料を使った電界効果トランジスタや太陽電池、熱電素子、セン

サーなどが報告されている。本研究代表者はシリコンの優れた特長に着目

し、シリコン化合物を原料とした水熱合成を行なって、シリコンからなる

ナノチューブ、ナノカプセル、ナノ粒子などのナノ材料の作製に成功して

いる。本年度は、水熱合成法によるシリコン系ナノ粒子の作製手法を確立

し、ナノ粒子の構造およびその発光特性を明らかにすることを目的として

研究を行なった。	
 

	
 図 1 にシリコンモノオキサイド(SiO)を原料とした水熱合成法で作製したナノ粒子の透過電子

顕微鏡(TEM)像を示す。約 20nm の均一な粒径をもつアモルファスナノ粒子が得られていることを

確認した。エネルギー分散型 X 線分析により、ナノ粒子はシリコンと酸素から構成されているこ

とが明らかとなり、その元素比は Si	
 :	
 O	
 =	
 1.0	
 :	
 1.0	
 ~	
 1.5	
 であった。以上の結果から生成さ

れたナノ粒子はアモルファスシリカナノ粒子であることが分かった。また、原料である SiO の投

入量を変えることにより様々な粒径のナノ粒子を作り分けることに成功した。	
 

	
 ナノ粒子のフォトルミネッセンスを測定したところ、400	
 ‒	
 500	
 nm 近辺の波長領域において発

光が観察された。この発光の起源はまだ解明されていないが、水酸基の脱水縮合により形成され

た欠陥対からの発光ではないかという

報告がある。図 2 に 4 種類の直径をも

つナノ粒子の各々のカソードルミネッ

センスのスペクトルを示す。フォトル

ミネッセンスのスペクトルで観察され

た発光ピークに加え、575	
 nm、625	
 nm

を中心にしたピークが見られた。また、

発光強度およびスペクトル形状のナノ

粒子の粒径に対する依存性を確認する

ことができた。これらの発光の起源は

まだ明らかではないが、白色発光素子

の開発のための有益な知見を得ること

ができた。	
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図 1. 作製したナノ粒
子の TEM像. 

図 2. ナノ粒子のカソードルミネッセンススペクトル. 



 

 

キーワード：アモルファスシリカ,	
 水熱合成,	
 ナノ粒子,	
 フォトルミネッセンス,	
 カソー

ドルミネッセンス	
 

	
 

研究経費（H24 年度）の内訳	
 

	
 

備品費	
 消耗品費	
 旅費	
 謝金	
 その他	
 合計	
 

0 円	
 551,052 円	
 378,367 円	
 0 円	
 70,581 円	
 1,000,000 円	
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